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ABSTRACT 
発達障害児の早期発見の手段として，近年，5 歳児健診が注目されつつある。しかし，そ

れを実施している自治体はいまだ少なく，その実施内容も自治体により様々である。本論で

は，論文化されているいくつかの自治体の 5 歳児健診の取組を比較・検討することを通して，

その現状と課題を整理した。結果として，5 歳児健診が，それより低年齢での健診では見出

せない発達障害児の早期発見の 1 つの手段として貢献していること，専門機関と保育所・幼

稚園との連携の機会になっていること，発達障害の発見だけでなく，子育て支援や虐待防止

等子育て全般の支援に結びついていることが明らかになった。一方で，健診で発達障害を発

見できたとしても，適切な支援につなげる体制がなければその効果は脆弱になること，健診

担当者のスキルを高める必要があること，健診の実施が自治体には負担となっている可能性

があることなどを課題として指摘した。今後は，5 歳児健診の充実も含め，発達障害児の早

期発見・早期支援，就学支援，そして家族支援といった多面的・多角的な関連の検討を行う

必要がある。

Received 

2017 / 1 / 18 

Revised 

2017 / 2 / 4 

Accepted 

2017 / 2 / 7 

Published 

2017 / 3 / 31 



 Journal of Inclusive Education，VOL.2 29-37 

30 

Ⅰ．はじめに

2012 年の文部科学省「通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある特別な教育的支援を

必要とする児童生徒に関する調査」によれば，通常の学級に 6.5%の割合で知的発達に遅れの

ない発達障害児が在籍している。発達障害児の支援は，特別支援教育・特別支援保育におい

て直面する喫緊な課題の１つとなっている (斎藤, 2016a; 斎藤・池田, 2016)。 

発達障害は，必ずしも明確な障害として表面化されることが少なく，その結果，周囲に理

解されず，不適切な対応による二次障害を引き起こしやすい (佐伯, 2010)。そのため，発達

障害児の支援においては，早期発見・早期支援を行うと共に，周囲への理解を求めることが

重要である (伊勢, 2005; 小保方・佐久間・堀江, 2008; 笹森・後上・久保山ら, 2010)。発達

障害の早期発見・早期支援のための手立てとして，「発達障害者支援法」において乳幼児健診

が挙げられている。主な乳幼児健診としては，「母子保健法」にその実施が義務付けられてい

る１歳６か月健診と３歳児健診がある (中村, 2008)。しかし，発達障害は，集団的活動を通

して発見されることも多く，そのため３歳児健診までにその発見を十分に行うことは難しい

ことも少なくない (小枝・関・前垣, 2007)。そこで今日，保育所や幼稚園という集団環境の

中にいる 5 歳児を対象とした 5 歳児健診がいくつかの自治体において取り組まれるようにな 

ってきた (子吉, 2012)。しかし，5 歳児健診の実施内容は自治体により様々であり，また実

施している自治体もいまだ少ないのが現状である。自治体ごとの 5 歳児健診の実施内容を

比較・検討し，今後の課題を見出すことは，障害児保育の一環でもある早期発見・早期支援

を促す上で，有効な手段になるだろう。

本論では，5 歳児健診における発達障害の診査がこれまでどのように行われてきたのか，

その実施内容や事後対応を含め，論文化されているいくつかの自治体の取組を比較・検討す

る。そしてそこから，5 歳児健診の現状と課題を整理することを目的とする。論文は，Google 

Scholar や CiNii において「5 歳児健診」や「乳幼児健診」をキーワードとして検索した。 

Ⅱ．法に規定される乳幼児健診

最初に，乳幼児健診が法律においてどのように規定されているのかを整理しておく。

乳幼児健診の実施を定めている法律は「母子保健法」であり，その第 12 条及び第 13 条に

乳幼児健診の実施の義務が明記されている。「母子保健法」は，母性の保護を含めた，母と子

の健康に関する一貫した体系を規定した法律であり，1965 年に制定された (佐藤・北宮・李

ら, 2008)。第 12 条では，「市町村は，次に掲げる者に対し，厚生労働省令の定めるところに

より，健康診査を行わなければならない。一 満一歳六か月を超え満二歳に達しない幼児 二

満三歳を超え満四歳に達しない幼児」と，第 13 条では，「前条の健康診査のほか，市町村は，

必要に応じ，妊産婦又は乳児若しくは幼児に対して健康診査を行い，又は健康診査を受ける

ことを勧奨しなければならない。」と記述されている。第 12 条の「一 満一歳六か月を超

え満二歳に達しない幼児」が 1 歳 6 か月健診，「二 満三歳を超え満四歳に達しない幼児」

が3 歳児健診である。また，これら 2 つの健診以外にも第 13 条の規定に則り，自治体ごと

に必要に応じて健康診査を行う。乳幼児健診は市町村に課された義務である。

「子ども子育て支援法」は，認定こども園，幼稚園，保育所を通じた共通の給付 (「施設

型給付」)及び小規模保育等への給付 (「地域型保育給付」)の創設，地域の子ども・子育て支
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援の充実のための所要の措置を目的として 2012 年に施行された。この中でも市町村が乳幼

児健診を事業として行わなくてはならないという実施義務が明記されている。また，1947 年
に制定され，2016 年にその一部が改正された「児童福祉法」でも，第 12 条の６に保健所の

行う業務として健康診査が挙げられている。

発達障害に限定すれば，2004 年に制定され，2016 年にその一部が改正された，発達障害

児・者の早期発見，継続的な発達支援を定めた法律である「発達障害者支援法」においても，

第 5 条に「児童の発達障害の早期発見等」として，乳幼児健診が早期発見との関係で記述さ

れている。第 5 条には，「1 市町村は，母子保健法（昭和四十年法律第百四十一号）第十二

条及び第十三条に規定する健康診査を行うに当たり，発達障害の早期発見に十分留意しなけ

ればならない。2 市町村の教育委員会は，学校保健安全法（昭和三十三年法律第五十六号）

第十一条に規定する健康診査を行うに当たり，発達障害の早期発見に十分留意しなければな

らない。3 市町村は，児童に発達障害の疑いがある場合には，適切に支援を行うため，当該

児童の保護者に対し，継続的な相談，情報の提供及び助言を行うよう努めるとともに，必要

に応じ，当該児童が早期に医学的又は心理学的判定を受けることができるよう，当該児童の

保護者に対し，第十四条第一項の発達障害者支援センター，第十九条の規定により都道府県

が確保した医療機関その他の機関（次条第一項において「センター等」という。）を紹介し，

又は助言を行うものとする。4 市町村は，前三項の措置を講じるに当たっては，当該措置の

対象となる児童及び保護者の意思を尊重するとともに，必要な配慮をしなければならない。5 

都道府県は，市町村の求めに応じ，児童の発達障害の早期発見に関する技術的事項について

の指導，助言その他の市町村に対する必要な技術的援助を行うものとする。」とある。乳幼児

健診は，発達障害の早期発見・早期支援のための重要な場として位置づけられていることが

分かる。

Ⅲ．5 歳児健診の特徴 

ここでは，5 歳児健診の特徴について，歴史，目的，実施方法の観点等を整理する。 

1．5 歳児健診の歴史 

5 歳児健診は，1996 年に鳥取県大山町で実施されたのがその起源であるとされる (上村・

稲葉・本田ら, 2013)。その後，「発達障害者支援法」改正や 2007 年に厚生労働省より提出さ

れた「軽度発達障害児に対する気づきと支援のマニュアル」(小枝, 2007)の中で 5 歳児健診が

取り上げられたことにより，全国的な広まりを見せた (なお，この「軽度発達障害」は，現

在用いられる単語ではない)。調査データにおいても，2006 年度の厚生労働科学研究実施の

「乳幼児健診システムに関する全国調査」では，1319 自治体のうち 55 か所でしか 5 歳児健

診を行っていなかったのに対し (中村・高野・鈴之原ら, 2006)，日本臨床心理士会が 2012

年度に行った調査では，1006 市町村のうち 99 か所が行っており (日本臨床心理士会, 

2014)，その増加をうかがい知ることができる。

2．5 歳児健診の目的 

5 歳児健診の主な目的は，それ以前の健診では十分に明らかにされなかった発達上，行動

上の支援を必要とする幼児の早期発見と，必要な支援へのつなぎであるとされている (小
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枝・関・前垣, 2007)。そのため健診担当者には，発達障害に関する知識や地域の発達障害児

の支援体制についての知識が求められる (下泉, 2011)。長野県駒ケ根市では，5 歳児健診の

目的として，①子どもの健全な発育発達を支援，②3 歳児では見極めにくいアスペルガー症

候群，注意欠陥・多動性障害などの早期発見，③適切な医療に結び付け，専門スタッフから

の助言や指導をもとに療育を実施，④保護者と共に関係者，関係機関とネットワークを組み，

支援体制を整備し，就学支援へ結びつける，の 4 点を挙げている (笹谷・下井・米山ら, 2007)。 

3．5 歳児健診の実施方法 

表 1 は，自治体における 5 歳児健診について論文化されている主な取組をまとめたもので

ある。健診の実施方法は自治体により様々である。例えば，全ての 5 歳児を対象とするとこ

ろもあれば，保育所や幼稚園などから受診を勧められたもしくは保健師により抽出された幼

児が保健センターなどで受診するところもある。また，5 歳児健診の実施場所も，幼稚園や

保育所に健診スタッフが赴く訪問型と，保健センター等に親子を集めて検診する集団健診及

びその両方を兼ねるもの(訪問型かつ集団健診)がある (子吉, 2012)。さらに，診査項目も問

診票のみの自治体もあれば，行動観察も行う自治体，さらに発達検査も行う自治体もある。

一例として，鳥取県では 5 歳児健診では，主として会話する力や社会性の発達と自己統制力

の発達などを診ている (小枝・関・前垣, 2007)。 

以下，表 1 で取り上げた自治体における 5 歳児健診の方法について概観していく。 

表 1 自治体ごとの 5 歳児健診の概要 (論文化されており入手できた主なものを示した) 
自治体・団体名 対象範囲 健診場所 健診項目

大田原市

(下泉, 2011) 

要観察児を中心とした

全幼児

保育所・幼稚園 問診票(保育士・教員記入) 

相談票(保護者記入) 

保育場面観察

東京都医師会

(東京都医師会, 2011) 

医師会や診療所で広報

し、希望した者

原則診療所

(保育所や幼稚園の

場合もあり) 

身体測定

眼及び歯科の検査

問診票(生活習慣・SDQ) 

 一般診察(態度・視線・挨拶) 

5 歳児診察(31 項目の質問・検査) 

鳥取県

(小枝・関・前垣, 2007 ; 

梶川・小枝, 2007 等) 

町村部：全ての幼児

市部：要観察児

保健センター

保育所・幼稚園

成育歴等のアンケート

発達に関するアンケート

集団での遊びの観察

福知山市

(弓削・全, 2007) 

市内の 4 歳 6 カ月～ 

5 歳 6 か月の幼児の半数 

保育所・幼稚園 保護者と保育士への問診

保育観察および診察

駒ケ根市

(笹谷・下井・米山ら, 

2007) 

全ての幼児 保健センター 問診票

身体測定

保育所の情報の確認

集団遊びの観察

個別の発達検査

A 地区(人口 3 万人弱) 

(鳥居, 2009) 

記載なし 保健センター 問診票(保護者記入) 

調査票(保育所・幼稚園記入) 

集団観察

人物画

医師による個別の問診
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1) 対象

対象については，5 歳児全てを対象とする悉皆検査と，保育所・幼稚園からの情報を基に

要観察児のみを対象もしくは保護者からの要望による健診希望者のみを対象とする抽出検査

の 2 パターンに大別される。悉皆調査としては，鳥取県の町村部，駒ケ根市がそれぞれ自治

体の管轄内全ての幼児を対象としている (小枝・関・前垣, 2007; 梶川・小枝, 2007; 笹谷・

下井・米山ら, 2007)。一方で抽出調査としては，鳥取県の市部，栃木県大田原市，東京都医

師会，京都府福知山市が該当する。栃木県大田原市は，保育所・幼稚園においては，全ての

幼児に対し問診票を作成するが，その後保健師等の健診においては，問診票を基にリストア 

ップされた要観察児が中心に観察しており (下泉, 2011)，東京都医師会は，広報した者の中

から希望した者 (東京都医師会, 2011)，京都府福知山市は，モデル健診時点における研究と

いう留保はあるが，市内の幼児の半数を対象に健診を行われている (弓削・全, 2007)。 

2) 実施場所

実施場所については，保健師等が保育所・幼稚園に赴く場合と，保健センターに集めて行

う場合に大別される。保育所・幼稚園に赴くという自治体は，大田原市，福知山市，鳥取県

の一部である。保健センターで行っている自治体は，鳥取県の大部分，駒ケ根市，A 地区で

あり，大田原市においても他市町の保育所・幼稚園に通園している児や在宅の児については，

後日保健センターにおいて集団検診を行っている。A 地区は，地区の保健センターで，保育

所・幼稚園ごとに日程を指定し実施している (鳥居, 2009)。また，東京都医師会実施の 5 
歳児健診は，各診療所において行われている。

3) 実施内容

実施内容は，自治体ごとに多様であるが，主には問診票，保育場面観察，発達検査など

が挙げられている。大田原市は，保育士及び教員記入の問診票，保護者記入の相談票，保

育場面観察により行っている。東京都医師会は，身体測定眼及び歯科の検査，問診票(生活習

慣・SDQ)，一般診察(態度・視線・挨拶)，5 歳児診察(31 項目の質問・検査)から構成されて

いる。「子どもの強さと困難さアンケート (SDQ：Strengths and Difficulties 

Questionnaire)」は 3 歳から 16 歳頃までの子どもを対象とした精神症状項目群と肯定的な

行動特徴 (向社会性)に関する項目群合計 25 項目から構成された問題行動に関する簡便な

スクリーニング尺度であり (Goodman, Meltzer, & Bailey, 1998)，日本においても標準

化されている質問紙である (Matsuishi, Nagano, & Araki et. al., 2008; Moriwaki, &

Kamio, 2014)。発達に関するアセスメントとして 5 歳児健診で比較的多く用いられているよ

うである (社団法人東京都医師会,平塚市こども発達支援室等)。情緒，行為，多動と不注意，

仲間関係，向社会性の 5 つの下位尺度が評価される。鳥取県は，成育歴等と発達に関するア

ンケート及び集団での遊びの様子から構成されるが，その実情は自治体ごとにさまざまであ

る。福知山市は，保護者と保育士に対する問診，保育観察および診察で構成されている。駒

ケ根市は，問診票，身体測定，保育所の情報の確認，集団遊びの観察，個別の発達検査を行っ

ている (上村・稲葉・本田ら, 2013)。集団遊びの具体的内容は，「紙芝居」「自己紹介」「リト

ミック」「フルーツバスケット」「サーキット」であり，発達検査の具体的内容は，「名前の確

認」「積木」「絵を見て思ったことを話す」「フロスティック」等である (笹谷・下井・米山ら,

2007)。A 地区は，保護者記載の問診票，保育所・幼稚園記載の調査票，集団観察，人物

画，医師による個別の問診等である。
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　以上のように、自治体により、行っている内容に差や工夫が見られるが、問診票と集団

(保育)観察は本論で取り上げた自治体の全てにおいて行われていることが分かる。そして，

その具体的内容として，問診票では，小枝 (2007)や SDQ がよく用いられており，集団観

察では，心理士や保健師等が担任の指示や集団遊びでのルールの理解，観察場面を通した落

ち着きや注意の程度等が評価されている。

4) 健診後の対応

健診後の対応としては，支援継続のための工夫が各自治体で見られている。大田原市では，

カンファレンスを行い，保育所・幼稚園での支援についての助言・指導等を行い，また健診

から約 6 か月後に保健師・心理士が各園を訪問し事後指導を行っている。さらに保健師，心

理士による再度の訪問による事後指導や園等での事例検討会を行っている。東京都医師会は，

医療機関や関係する専門機関と連携した指導・支援を行っている。鳥取県では，子育て相談，

心理発達相談，教育相談の 3 つの相談内容による相談体制を整備している。各相談に対応し

た統括者(大学教員)及び担当者がおり，それをまとめる役として責任者がいる。福知山市で

は，保育士支援として，保育所及び幼稚園の巡回や研修会の実施，子ども及び保護者支援と

して，保健所におけるソーシャルスキルトレーニングやペアレント・トレーニング等を行っ

ている。駒ケ根市は，医療機関での訓練や保育園・学校への巡回相談，児童発達支援施設で

の療育訓練などを行っている。A 地区では，医療機関での診察，保護者への相談，保育所・

幼稚園への巡回相談等を実施している。

Ⅳ．5 歳児健診の成果と課題 

5 歳児健診の成果を 3 点まとめる。第一に，3 歳児健診までに発見されなかった発達障害

児の発見である。大田原市では，医療機関での受診を行った幼児のうち，5 歳児健診で初め

て発達の問題を指摘されたものが最終的に 12 名(医療機関への受診を進めた者の内の 35%)

みられた。また，福知山市では，「集団が苦手な子」と判断されたもののうち，3 歳児健診に

おいて指摘されなかったものが，最終的に約 6 割みられた。こうしたことから，5 歳児健診

は発達障害児の早期発見に有効な手段の 1 つであると指摘できる。 

第二に，専門機関と保育所・幼稚園との連携である。5 歳児健診を行うことで，発達障害

児の早期発見以外にも保健センター等の専門機関と保育所・幼稚園の連携が強化され，相談

しやすい環境となり，子どもたちへの適切な支援が行いやすくなる (下泉, 2011)。 

第三に，こうした 5 歳児健診の成果は発達障害児の早期発見に限定されたことではないこ

とである。健診を通して，保育所・幼稚園や保護者と関係を持つ中で，家庭における不適当

な養育等にまで広げて考えることができる。近年，乳幼児健診の目的が，単なる発達の確認

や障害の発見だけでなく，子育て支援や虐待防止等子育て全般の支援に転換されてきており

(小渕, 2012)，5 歳児健診の成果には，保護者の不安軽減や家族(保護者)支援の側面も含まれ

ると言えるだろう。家族支援を行うことは，保育所保育指針にも明記されており (斎藤, 

2016b)，その点からも健診の重要性を窺い知ることができる。 

一方，課題も 3 点を指摘する。第一に，健診で発達障害を発見出来たとしても，適切な支

援につなげる体制がなければ，その効果は脆弱になる。1 歳 6 か月健診の例ではあるが，支

援体制のある自治体の方がない自治体よりもフォロー率が高いことが報告されている (近藤, 
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2011)。5 歳児健診の結果を支援につなげられないのならば，健診を実施しない方がよいとい

う意見もあるのは(平岩, 2008)，ある意味当然のことだろう。 

第二に，健診の精度を向上させるため，その後の支援をより良いものにしていくためにも，

健診担当者のスキルを上げる必要が指摘されている (子吉, 2012)。前にも述べたが，下泉

(2011)も，健診担当者は，発達障害や地域の発達障害児の支援体制についてより深い知識が

必要であることを報告している。研修会を開催するなどして，スキルの向上を系統的に行っ

ていく必要があるだろう。

第三に，健診のコストである (子吉, 2012)。保育所・幼稚園に赴く訪問型の場合，複数回

にわたる訪問が必要な場合もある。また，保育場面を観察する場合は，少なくないスタッフ

の配置が必要となる。そのため，人材面等様々な側面のコストが自治体には課せられること

になる。5 歳児健診は，コストはかかるが結果として費用対効果は高いとする指摘がある一

方で (菅原・大口・小枝, 2007)，3 歳児健診など従来の健診の質をその分高めることも有用

であるという意見も見られる (稲葉・木村・津田ら, 2011)。全ての子どもの豊かな発達は，

そもそも費用に代えられないものであり，今後さらに実践的検証を深めたこうした問題の解

決が求められる。

Ⅴ．まとめ

本論では，5 歳児健診における発達障害の診査について，自治体の取組を比較・検討し，

現状と課題の整理を行った。そしてその結果，5 歳児健診が，それより低年齢での健診では

見出せない発達障害児の早期発見に貢献していること，専門機関と保育所・幼稚園との連携

の機会になっていること，発達障害の発見だけでなく，子育て支援や虐待防止等子育て全般

の支援に結びついていることが明らかとなった。一方で，健診で発達障害を発見できたとし

ても，適切な支援につなげる体制がなければその効果は脆弱になること，健診担当者のスキ

ルを上げる必要があること，健診の実施が自治体には負担となりうることなどを課題として

指摘した。

特別支援教育の法的な開始から今年度(2016 年度)で 10 年となるが，これまで以上に就学

支援が重要となっているのは明らかである (斎藤・池田・奥住ら, 2017)。2016 年には，「障

害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」(障害者差別解消法)が施行され，合理的配

慮の提供が行政等に義務付けられた。5 歳児健診を合理的配慮の提供と関連付ければ，就学

後の学習と生活はより充実するだろう。今後は 5 歳児健診の成果としての合理的配慮を就学

支援に結び付けて検討することも求められてくると思われる。

 また，発達障害児の早期発見や就学支援を考えるとき，同時に家族支援についても考慮す

る必要がある (小野, 2016; 吉利・林・大谷ら, 2009)。家族支援の考え方としては，「家族が

子どもの良い支援者になるように，強化する方法」と「親の負担を軽減すること」の二通り

の方向が提示されている (小野, 2016)。既にいくつかの自治体でも取り組まれているが，健

診後 (発達障害の発見後) の対応として，ペアレント・トレーニングの実施やレスパイトの

提供等が必要になってくるのではないかと思われる。

今後は，5 歳児健診の充実も含め，発達障害児の早期発見・早期支援，就学支援，そして

家族支援といった多面的・多角的な関連の検討が求められる。
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